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２０１２年度 聖学院大学総合研究所
カウンセリング研究センター主催
スピリチュアル・ケア研究講演会

スピリチュアルケア：ホスピス医療の現場から
実施結果―アンケート集計結果の概要

ホスピスや緩和医療が、日本の医療を変えてい
ます。患者さんの「いのち」を支え、家族に安心
を与えています。こんな医療は始めてだと、ホス
ピスの医療の優しさや質の高さに感謝される方が
多くおられます。山形謙二先生はホスピスのパイ
オニアとして、終末期ガン患者さんとそのご家族
に慰めと励ましを与えて来ておられます。医師で
あり、クリスチャンである山形先生の貴重なご経
験を聞いて「いのちや死」についてご一緒に考え
てみましょう。

日 時 ２０１２年１０月１９日（金）１４：００～１６：３０（開
場１３：３０）

場 所 聖学院大学ヴェリタス館教授会室

【プログラム】
開会挨拶
標宣男（聖学院大学副学長）

講師紹介
窪寺俊之（聖学院大学大学院教授、聖学院大学
こども心理学科長）

講 演
山形謙二（神戸アドベンチスト病院院長）
「スピリチュアルケア：ホスピス医療の現場から」

閉 会

【結果の概要】
・参加者は６１名。内、アンケート回答者は３２名だ
った。

・講演について、「良い」が１００％と大変高い評価
を得た。

・自由意見では、「参考になった」「考えさせられ
た」「大変良い講演会だった」など。
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＊回答者の年齢は、「６０代」が最も多く３５％、次
いで「７０代以上」２５％、「５０代」２２％となった。
性別は、「女性」６６％、「男性」３４％。

＊職業別では、「牧師」１７％と最も多く、「学生・
院生」１０％となった。
「その他」の内容として、「看護師」「チャプレ
ン」「医療者」など。

＊参加の動機として、「自宅に送られた案内を見
て」が最も多かった。
「その他」の内容は、「病院でチラシを見て」「友
人の誘い」「職場で案内を見て」など。

今後の講演会についての希望など

・引き続き今日の先生のような講演会を希望しま
す。

・あたたかい所であることが伝わりました。
・良い機会を作っていただき感謝しています。又、
参加させてほしいです。

・人が生きるために必要なことでしたらなんでも。
感情と能の仕組みについて、など。医学と心理
を解き明かす（結ぶ？）お話を伺いたい。

・カウンセリング
・自分の満ち足りた死を迎えたいと思います。
・グリーフケアについて。
・PCの準備はしっかり、前もって！マイクの音
は適度に。

山形謙二氏
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・「キリスト者として社会に仕えていくこと」に
ついての講演が聞きたいと思います。

・続いてスピリチュアルケアを学びたいと思って
います。

自由意見

・今日はありがとうございました。訪問看護をし
ています。今週、頬粘膜癌末期の方が退院され、
余命２ヶ月です。７０代ですが高度の認知症があ
ります。ご本人、ご家族をどう支えていくか不
安がありましたが、共にいる時間を共有するこ
とで緩和ケアにつとめたいと思いました。満ち
足りた死、支える私たち、皆で作りあげたいと
思います。本当にありがとうございました。

・とてもわかりやすい、人が誰でも通る生と死に
ついてのお話でした。著書、読ませていただき、
今日はお話を伺い、とても確信を得ました。あ
りがとうございました。

・ホスピスの医療者と患者さんの関わりに深く感
銘をうけました。こうした医療機関が増えるこ
とを願ってやみません。看取りについて、大切
なものを教えられ感謝です。

・質問に答えていただき感謝です。
・スピリチュアルケアについて高く関心を持って
いました。第一人者である、山形先生のお話を
直接聞かせていただきとても感動しました。

・自分の“満ち足りた死”を迎えたいと思います。
・死期が近くなりつつある年齢には、とても考え
させられ、参考になりました。そろそろ自分も
準備せねばと感じました。

・かけがえのない人生、一日一日、一時間一時間、

一瞬一瞬が一回きりだという事を胸に大切に生
きて、生きたいと思います。

・認知症の方々の看取りは、他の病気の方々とは
対応が違うか。今、私の課題となっている。

・今日はとても素晴らしい講演を聞くことができ、
大変感謝しております。毎日の仕事に従事する
中でとても勇気がわいてくることでした。あり
がとうございました。

・今、９４才の父（寝たきり）、夫（三つの病を持
つ）いつも二人の死を考えてしまう。今日はと
ても良いお話を伺うことができました。ありが
とうございました。感謝です。

・家族に、親しい人に本当の別れのできる死は喜
ばしいものです。おばの死の時、いとこはあり
がとうしか言わないんだ。でも最高の死に方だ
ったね。そうなのよ。今日も学びました。あり
がとうございます。

・質問に、わからないことはわからないと答えら
れる、ご誠実さが素晴らしいです。

・大変良い講演会でした。ありがとうございます。
・いつもよい企画のご案内をいただき、感謝して
います。

・非常にすばらしい講演、本当にありがとうござ
いました。
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